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、
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れ
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の
消
滅
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｜
方
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思
い
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り
予
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防
衛
費
な
ど
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防
衛
力
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の
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、

そ
の
二
面
が
如
実
に
現
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の
が
沖
縄
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又
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縄
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特
集
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。
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季
節
は
夏
で
あ
ろ
う
か
。

男
女
の
気
怠
熔
そ
う
な
ベ
ッ
ト
シ
ー
ン
か
ら
始

ま
る
。
時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
く

り
と
、
ゆ
っ
た
り
と
、
ひ
ね
も
す
セ
ッ
ク
ス
し

て
そ
う
な
二
人
の
行
為
。
た
だ
延
々
と
流
れ
る

二
人
の
行
為
に
は
何
の
い
や
ら
し
さ
も
感
じ
ら

れ
な
い
し
、
芸
術
的
と
も
言
い
が
た
い
。
永
遠

に
流
れ
る
時
間
に
ひ
た
す
ら
身
を
ま
か
せ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
ん
な
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
〃
オ
キ
ナ
ワ

ン
・
チ
ル
ダ
イ
〃
は
一
九
七
八
年
に
、
高
嶺
剛

監
督
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
同
監
督
は
「
パ

ラ
ダ
イ
ス
ビ
ュ
ー
」
や
「
ウ
ン
タ
マ
ギ
ル
ー
」

等
沖
縄
を
舞
台
に
し
た
映
画
を
作
っ
て
き
て
い

る
。
〃
オ
キ
ナ
ワ
ン
・
チ
ル
ダ
イ
″は
数
本
の

ド
ラ
マ
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
結
び
つ
け
ら

れ
た
軽
妙
か
つ
不
思
議
な
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
で

あ
る
。
オ
ム
ニ
バ
ス
だ
か
ら
、
内
容
と
し
て
紹

介
す
る
こ
と
は
別
に
な
い
の
だ
が
。

邦
題
で
は
「
琉
球
の
聖
な
る
け
だ
る
さ
」
と

な
っ
て
い
る
。
チ
ル
ダ
イ
と
は
、
沖
縄
の
日
常

語
で
、
つ
い
つ
い
な
ま
け
て
し
ま
う
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
キ
ビ
畑
や
海
、
街
そ
し
て
人
々
に
空
間
と
時
間

こ
の
映
画
が
作
ら
れ
た
一
九
七
八
年
と
い
う
が
か
ら
み
つ
き
、
ゆ
る
や
か
な
ビ
ー
ト
を
叩
き
、

年
は
、
琉
球
処
分
の
中
心
を
な
す
、
一
八
七
九
夢
と
現
実
の
境
界
が
消
え
て
ゆ
く
心
地
よ
い
感

年
の
沖
縄
県
放
置
か
ら
数
え
て
百
年
目
に
あ
た
覚
が
あ
る
。
レ
ゲ
エ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
い
る
よ

る
年
で
あ
っ
た
。
百
年
の
あ
い
だ
に
、
統
治
国
う
な
感
覚
で
あ
る
。
そ
の
時
間
感
覚
に
は
、
た

が
三
回
変
わ
っ
た
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
だ
た
だ
蒼
ざ
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
日
本
。
そ
の
度
ご
と
に
沖
縄
の
風
景
も
当
の
沖
縄
の
人
々
は
映
画
の
中
で
困
っ
た
も

変
容
を
迫
ら
れ
死
滅
し
て
ゆ
く
。
風
景
だ
け
で
 
ん
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
。

な
く
、
統
治
国
の
勝
手
で
き
ま
ま
な
収
奪
・
破
冬
で
も
外
で
眠
れ
る
沖
縄
、
地
理
的
要
素
も

壊
は
人
々
に
も
お
よ
ん
だ
。
多
分
に
あ
る
が
、
何
千
年
・
何
万
年
続
い
た
、

沖
縄
や
北
海
道
、
そ
し
て
朝
鮮
・
台
湾
・
中
人
工
的
で
な
い
琉
球
の
時
の
流
れ
。

国
に
対
し
て
行
な
っ
て
き
た
こ
と
が
植
民
地
化
 
日
本
で
は
時
間
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
道

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
が
内
に
対
し
て
行
具
に
な
っ
て
い
る
。
管
理
の
た
め
の
道
具
。

な
っ
た
こ
と
が
近
代
化
で
あ
っ
た
。
何
で
も
数
だ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ん
て
僕
に

や
量
制
度
で
区
切
っ
て
し
ま
う
時
代
の
幕
明
け
は
わ
か
ら
な
い
。

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
代
日
本
は
生
産
性
や
能
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
時
間
は
細
分
化
さ
れ
続

率
の
名
の
も
と
に
、
時
間
を
も
区
切
っ
て
し
ま
け
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
僕
は
時
計
な
し

い
人
々
の
時
間
感
覚
を
も
完
壁
に
支
配
し
て
し
 
に
で
も
、
エ
キ
サ
イ
ト
で
き
る
何
か
を
み
つ
け

ま
っ
た
。
そ
う
い
う
制
度
の
中
で
現
在
、
日
本
だ
さ
な
け
れ
ば
と
思
う
。

人
は
生
き
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
制
度
は
幻
想
で
し
か
な
い
の
だ

。
そ
れ
に
対
時
す
る
と
こ
ろ
に
沖
縄
は
あ
る
。
か
ら
。

「
オ
キ
ナ
ワ
ン
・
チ
ル
ダ
イ
」
で
は
、
サ
ト
ウ
 
編
集
部
・
篠
原
直
樹
）

一体企画を終えて〉
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ニ
ッ
ポ
ン

藤
哲
郎

編
集
部
か
ら
の
当
初
の
依
頼
は
、
象
徴
天
皇
制
を
、
超
巨
大
化
し
た

経
済
大
国
日
本
と
の
関
わ
り
で
論
じ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
、
昨
年
秋
の
全
国
唯
物
論
研
究
協
会
研

究
大
会
で
報
告
し
、
「
世
界
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
象
徴
天
皇
制
」
と
い

う
視
角
か
ら
論
じ
て
あ
り
ま
す
（
『
思
想
と
現
代
』
一
九
号
、
一
九
八

九
年
九
月
）
。
ま
た
、
「
現
代
日
本
資
本
主
義
と
象
徴
天
皇
制
」
（
『
季
刊

窓
』
創
刊
号
、
一
九
八
九
年
一
○
月
）
の
な
か
で
は
、
象
徴
天
皇
制
の

政
治
的
機
能
と
日
本
型
多
国
籍
企
業
の
矛
盾
に
つ
い
て
も
、
言
及
し
て

お
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
全
国
の
大
学
新
聞
の
意
識
調
査
な
ど
に
も
と
づ
き
、
現

代
学
生
の
天
皇
観
に
ひ
そ
む
「
権
威
主
義
的
心
性
」
に
つ
い
て
も
、
批

判
的
に
論
じ
て
あ
り
ま
す
。

現
代
日
本
社
会
の
構
造
と
民
主
主
義
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
右
の
二

論
文
を
含
め
た
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主
主
義
の
再
生
-現
代
日

本
で
市
民
で
あ
る
こ
と
」
が
近
く
公
刊
き
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
方

を
ぜ
ひ
参
照
し
て
く
だ
さ
い
 
藪
育
史
料
出
版
会
、
一
九
九
○
年
七

月
）
。こ

こ
で
は
、
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
昭
和
天
皇
の
病
気
か
ら

発
し
、
「
自
粛
」
か
ら
Ｘ
デ
ー
、
「
大
喪
の
礼
」
を
経
て
今
秋
「
即
位
の

礼
」
へ
と
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
一
九
八
九
年
東
欧
市
民
改
革
に
は
じ

ま
る
世
界
史
の
大
激
動
期
と
重
な
り
合
う
こ
と
に
、
注
目
し
て
み
ま
す
。

日
本
の
象
徴
天
皇
制
は
、
こ
の
世
界
秩
序
の
世
紀
末
再
編
期
に
、
自

ら
の
再
編
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

テ
レ
ビ
時
代
の
連
鎖
的
市
民
改
革

は
じ
め
に 加

048



東
欧
市
民
改
革
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
『
東
欧
改
革
と
社

会
主
義
』
（
花
伝
社
、
一
九
九
○
年
三
月
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に

書
き
ま
し
た
。

「
一
九
八
九
年
、
東
欧
現
存
社
会
主
義
諸
国
に
連
鎖
的
に
生
起
し
た

『
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
円
卓
会
議
』
型
の
政
治
革
命
は
、
一
七
八
九
年
の
フ

ラ
ン
ス
革
命
の
基
本
理
念
を
、
二
百
年
後
の
テ
レ
ビ
時
代
に
再
生
し
た

『
民
主
主
義
革
今
野
 
で
あ
り
、
ふ
つ
う
の
民
衆
を
主
人
公
と
し
た
歴
史

的
な
『
市
民
革
命
』
で
あ
る
。
そ
の
規
模
と
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
一
八
四

八
年
西
欧
革
命
に
匹
敵
す
る
。

そ
れ
は
、
一
九
一
九
年
に
レ
ー
ニ
ン
ら
が
創
設
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

型
共
産
主
義
政
党
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
た
、
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
Ⅱ

一
枚
岩
主
義
的
前
衛
党
支
配
』
を
打
倒
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
一
七
年

の
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
今
凹
お
よ
び
ロ
シ
ア
革
命
そ
の
も
の
に
起
源

を
も
つ
、
『
国
家
主
義
的
社
会
主
義
』
の
歴
史
的
崩
壊
の
開
始
を
意
味

す
る
。そ

れ
は
、
初
期
社
会
主
義
思
想
の
な
か
に
発
芽
し
、
一
八
七
一
年
の

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
な
か
に
マ
ル
ク
ス
が
見
い
だ
し
た
、
『
国
家
権

力
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
』
の
一
階
梯
で
あ
り
、
多
国
籍
企
業
主
導
の

資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
核
の
脅
威
と
生
態
系
危
機
を
は

ら
み
つ
つ
地
球
的
規
模
で
進
行
す
る
、
『
世
界
市
民
』
に
よ
る
『
永
続

民
主
主
義
革
命
』
の
一
環
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
絶
対
王
政
を
打
倒
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
、
ョ
-
ロ
ッ
パ

国
民
国
家
形
成
の
跳
躍
点
と
な
っ
た
一
八
四
八
年
革
命
に
匹
敵
す
る
、

大
規
模
な
世
界
史
的
変
動
の
た
だ
な
か
に
、
い
ま
、
私
た
ち
は
生
き
て

い
る
の
で
す
。

象
徴
天
皇
制
の
世
界
シ
ス
テ
ム
的
条
件

日
本
の
天
皇
制
の
本
格
的
確
立
は
、
’八
六
八
年
の
明
治
維
新
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
実
は
、
ョ
-
口
シ
バ
資
本
主
義
の
東
ア
ジ
ア
進

出
と
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
進
出
を
条
件
に
し
て
い

た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
日
本
史
像
か
ら
、
し
ば
し
ば
抜
け
落
ち
て
い
ま

す
。

「
明
治
維
新
」
と
い
う
呼
称
自
体
が
、
元
号
的
時
間
に
し
ば
ら
れ
た
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
す
。
同
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
八

四
八
年
革
命
や
、
中
国
太
平
天
国
の
乱
、
ア
メ
リ
カ
奴
隷
解
放
、
イ
ギ

リ
ス
選
挙
法
改
正
、
ロ
シ
ア
農
奴
解
放
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
・
コ

ミ
ュ
ー
ン
に
い
た
る
民
衆
の
世
界
史
的
解
放
の
運
動
と
、
空
間
的
に
も

切
り
離
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
革
命
」
で
は
な
く
「
維
新
」
で
あ
る
こ
と
で
、
「
自
由
・
平

等
・
友
愛
」
を
求
め
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
精
神
と
は
無
縁
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
、
む
し
ろ
「
万
機
公
論
に
決
す
べ
し
」
の
上
か
ら
の
支
配
秩

序
再
編
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
「
王
政
復
古
」
が
世
界
史
的
環
境
を
条
件
に
し
て
い
た
よ
う

049 東欧市民革命と世界一の君主国ニツポン



に
、
天
皇
制
廃
止
・
共
和
制
獲
得
も
、
世
界
シ
ス
テ
ム
的
条
件
な
し
に

は
、
あ
り
え
な
い
で
し
ょ
う
。

一
九
八
九
年
東
欧
革
命
は
、
戦
後
象
徴
天
皇
制
の
存
在
基
盤
で
あ
っ

た
米
ソ
両
国
を
頂
点
と
し
た
冷
戦
構
造
に
、
根
本
的
変
化
を
も
た
ら
そ

う
と
し
た
い
ま
す
。

一
九
四
五
年
の
ヤ
ル
タ
会
談
と
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
、
戦
後
冷
戦
体
制

の
出
発
点
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
戦
後
天
皇
制
の
存
続
は
、
昭
和
天
皇

の
反
共
・
反
ソ
Ⅱ
対
英
米
協
調
姿
勢
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
り
ア
メ

リ
カ
の
対
ソ
戦
略
に
と
っ
て
も
利
用
可
能
と
目
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

可
能
と
な
っ
た
も
の
で
し
た
（
渡
辺
治
『
戦
後
政
治
史
の
な
か
の
天
皇

制
』
青
木
書
店
、
一
九
九
○
年
）
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
逆
も
ま
た
真
な
り
で
す
。

一
九
八
九
年
末
の
マ
ル
タ
島
に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
Ⅱ
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

会
談
は
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
を
含
む
東
欧
革
命
の
進
展
を
受
け

て
、
「
ヤ
ル
タ
か
ら
マ
ル
タ
へ
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
冷
戦
型
世
界

構
造
の
終
焉
の
開
始
を
意
味
し
ま
す
。

「
冷
戦
の
終
焉
」
は
、
象
徴
天
皇
制
に
と
っ
て
も
、
歴
史
的
転
換
期

に
な
る
可
能
性
を
ひ
め
た
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
意
味
し
ま
す
。
韓

国
大
統
領
訪
日
時
の
新
天
皇
の
「
お
言
葉
」
は
、
象
徴
天
皇
制
の
新
し

い
機
能
を
、
予
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

冷
戦
の
勝
者
は
だ
れ
で
あ
っ
た
か
？

「
冷
戦
の
勝
者
は
だ
れ
で
あ
っ
た
の
か
？
」
が
、
い
ま
、
世
界
中
で

論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
社
会
主
義
の
崩
壊
Ⅱ
資
本
主
義
の
勝
利
」
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
が

勝
っ
た
と
い
う
説
は
、
あ
ま
り
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
、
国
際
ア
ナ
リ

ス
ト
の
な
か
で
は
少
数
説
で
す
。

戦
後
か
ら
一
九
五
○
年
代
の
冷
戦
構
造
確
立
期
に
比
べ
れ
ば
、
ア
メ

リ
カ
の
経
済
的
・
外
交
的
パ
ワ
ー
は
余
り
に
も
弱
体
で
す
。
核
兵
器
の

独
占
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
・
日
米
安
保
型
軍
事
同
盟
網
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
敗
北
後
の
「
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
」
は
だ
れ
の
眼
に
も
明

ら
か
で
す
。

「
す
べ
て
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
進
ん
で
い
る
」
と

い
う
ソ
連
勝
者
説
は
、
い
っ
そ
う
少
数
で
す
。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
自
体
が
経
済
危
機
を
背
景
に
始
ま
り
、
「
制
限
主

権
論
」
に
よ
る
東
欧
諸
国
の
統
合
が
も
は
や
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が

東
欧
市
民
革
命
の
条
件
と
な
り
、
そ
の
反
作
用
が
国
内
に
及
ん
で
、

「
複
数
政
党
制
と
自
由
選
挙
」
「
所
有
の
多
元
化
Ⅱ
市
場
原
理
・
外
資
導

入
」
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

そ
こ
で
、
「
冷
戦
で
漁
夫
の
利
を
え
た
の
は
だ
れ
か
？
」
と
い
う
、

西
ド
イ
ツ
説
、
日
本
説
が
浮
上
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
者
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
軍
事
基

地
を
提
供
し
経
済
援
助
を
受
け
て
復
興
を
遂
げ
、
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
過

I
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程
で
経
済
大
国
に
の
し
あ
が
っ
た
国
で
す
。

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が
く
ず
れ
た
ド
イ
ツ
は
、
一
九
九
二
年
Ｅ
Ｃ
市

場
統
合
を
前
に
し
て
、
東
西
ド
イ
ツ
が
統
合
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
で
は
、
「
ド
イ
ツ
の
勝
利
」
説

は
、
説
得
力
を
も
ち
ま
す
。

し
か
し
、
ド
ル
統
計
の
経
済
力
で
み
る
か
ぎ
り
、
東
西
ド
イ
ツ
が
統

一
し
て
も
、
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
三
分
の
二
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｃ
が

統
合
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
程
度
で
す
。
い
ま
世
界
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ

統
計
は
、
約
二
○
兆
ド
ル
、
ア
メ
リ
カ
が
五
兆
ド
ル
で
、
日
本
が
三
兆

ド
ル
、
両
国
で
世
界
の
四
割
を
占
め
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
「
日
本
の
勝
利
」
説
が
で
て
き
ま
す
。
冷
戦
の
も
と
で
、

日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
き
ア
メ
リ
カ
の
援
助
と
核
の
傘
に
寄
生
し
て
、

経
済
主
義
的
に
膨
張
し
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が
日
本
だ
、
と
い
う
の
で

す
。

い
ま
や
ア
メ
リ
カ
国
内
の
世
論
で
は
、
「
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
」
よ

り
も
「
日
本
の
経
済
的
脅
威
」
の
方
を
恐
れ
る
声
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。
来
年
の
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
五
十
周
年
に
は
、
「
日
米
戦
争
の
勝

者
は
日
本
で
は
な
か
っ
た
か
？
」
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
勢
い
で
す
。

ラ
ス
ト
・
エ
ン
ベ
ラ
ー
の
国
一
一
シ
ボ
ン

こ
の
日
本
資
本
主
義
の
頂
点
に
、
象
徴
天
皇
が
い
る
こ
と
は
、
戦
後

冷
戦
時
代
の
世
界
の
民
衆
に
は
、
久
し
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
し

た
。
Ｘ
デ
ー
の
前
後
に
な
っ
て
、
突
然
「
自
粛
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
が
報

じ
ら
れ
た
時
、
世
界
の
世
論
は
、
日
本
の
経
済
侵
略
に
警
戒
を
強
め
ま

し
た
。日

本
の
天
皇
は
、
現
代
世
界
で
最
大
の
世
襲
君
主
で
す
。
つ
ま
り
、

世
界
の
一
八
○
ほ
ど
の
国
の
う
ち
、
君
主
制
を
残
す
三
○
足
ら
ず
の
国

家
中
、
最
大
の
人
口
を
か
か
え
る
の
が
日
本
で
す
。
お
ま
け
に
英
語
で

は
、
「
キ
ン
グ
」
で
は
な
く
「
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
で
、
文
字
ど
お
り
の

「
ラ
ス
ト
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
の
国
で
す
。

こ
の
「
君
主
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
「
経
済
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
を
い

か
に
統
一
的
に
と
ら
え
る
か
が
、
世
界
の
日
本
論
議
の
ひ
と
つ
の
焦
点

に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
経
済
成
長
の
秘
密
は
、
天
皇
を
頂
点
と
し
た
権
威
主
義
的
集

団
主
義
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
か
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
的
経
営
」
の
労
使

協
調
や
企
業
へ
の
忠
誠
も
、
天
皇
中
心
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
基
盤
と

し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
論
調
さ
え
現
れ
ま
し
た
。

日
米
経
済
摩
擦
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
側
で
「
日
本
異
質
論
」
が
強

ま
っ
た
背
景
に
も
、
こ
う
し
た
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た

（
加
藤
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主
主
義
の
再
生
』
参
照
）
。

「
海
図
な
き
航
海
の
時
代
」
へ
の
突
入
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そ
こ
へ
、
だ
れ
も
予
期
し
え
な
か
っ
た
、
東
欧
民
主
主
義
革
命
の
勃

発
で
す
。
日
本
の
昭
和
天
皇
の
死
に
は
じ
ま
っ
た
一
九
八
九
年
は
、
中

国
天
安
門
事
件
を
経
て
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア

の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
同
族
独
裁
打
倒
に
い
た
る
、
自
由
と
人
権
と
民
主

主
義
の
世
界
史
的
発
揚
の
年
、
あ
ら
ゆ
る
独
裁
へ
の
告
発
の
年
に
な
り

ま
し
た
。

東
欧
諸
国
で
の
共
産
党
一
党
独
裁
打
倒
、
「
複
数
政
党
制
に
も
と
づ

く
自
由
選
挙
」
獲
得
の
市
民
革
命
は
、
す
で
に
「
多
元
主
義
的
民
主
主

義
」
の
も
と
に
あ
っ
た
資
本
主
義
諸
国
民
衆
に
も
、
「
自
由
・
平
等
・

友
愛
」
理
念
の
新
鮮
な
生
命
力
を
、
改
め
て
印
象
づ
け
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
「
連
帯
」
政
権
成
立
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
「
自
制
的
革

命
」
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
「
上
か
ら
の
革
命
」
、
東
ド
イ
ツ
の
「
ベ
ル
リ
ン

の
壁
」
崩
壊
と
「
わ
れ
わ
れ
こ
そ
人
民
だ
／
，
」
と
叫
ぶ
「
静
か
な
る
革

命
」
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
を
再
現
し
た
「
ビ

ロ
ー
ド
の
革
命
」
、
そ
し
て
「
テ
レ
ビ
時
代
の
市
民
革
命
」
を
強
烈
に

印
象
づ
け
た
ル
ー
マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
独
裁
崩
壊
は
、
ふ
つ
う

の
市
民
た
ち
を
歴
史
の
主
人
公
と
す
る
「
連
鎖
的
な
民
主
主
義
革
命
」

で
し
た
（
加
藤
『
東
欧
革
命
と
民
主
主
義
』
参
照
）
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
も
国
内
改
革
を
迫
ら
れ
、

ソ
連
共
産
党
は
事
実
上
分
裂
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
、

ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
、
西
欧
共
産
党
に
も
、
「
自
由
と
民
主
主
義
」
の

波
が
波
及
し
ま
し
た
。
米
ソ
対
立
の
「
冷
戦
構
造
」
全
体
が
ゆ
ら
ぎ
は

じ
め
、
世
界
史
の
劇
的
な
再
編
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

日
本
資
本
主
義
と
日
本
の
国
家
に
と
っ
て
も
、
東
欧
革
命
と
冷
戦
の

終
焉
は
、
新
た
な
国
際
環
境
と
世
界
史
的
力
関
係
変
化
の
な
か
で
の

「
海
図
な
き
航
海
」
の
船
出
で
す
。

日
本
型
多
国
籍
企
業
と
天
皇
制
の
効
用

す
で
に
、
昭
和
天
皇
の
死
と
平
成
改
元
の
時
期
に
、
日
本
の
多
く
の

巨
大
企
業
は
、
元
号
使
用
を
廃
止
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
エ
コ
ノ

ミ
ー
下
の
二
四
時
間
金
融
・
市
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
で
、
元
号
的

時
間
は
、
無
意
味
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

多
国
籍
化
し
た
巨
大
企
業
に
と
っ
て
、
象
徴
天
皇
制
は
、
国
内
で
の

労
使
協
調
体
制
維
持
に
多
少
は
役
立
つ
に
し
て
も
、
海
外
子
会
社
で
の

活
動
や
現
地
労
働
者
の
支
配
に
は
、
無
用
な
摩
擦
の
種
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。現

代
多
国
籍
企
業
は
、
普
通
の
国
民
国
家
規
模
の
生
産
力
を
も
つ
存

在
で
す
。
ト
ヨ
タ
や
日
立
の
年
間
売
上
高
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
や

ハ
ン
ガ
リ
ー
や
、
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
、
一
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
な
み
で
す
。

し
か
し
、
日
本
型
多
国
籍
企
業
は
、
欧
米
と
は
異
な
る
構
造
を
持
っ

て
い
る
と
も
、
い
わ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
よ
う
に
、
現
地
子
会
社
を

次
々
に
設
立
し
て
現
地
雇
用
者
の
経
営
に
ま
か
せ
て
い
く
水
平
的
拡
張

で
は
な
く
、
現
地
で
も
日
本
人
が
経
営
中
枢
を
独
占
し
、
重
要
な
決
定
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は
日
本
の
本
社
の
決
裁
を
あ
お
ぐ
、
垂
直
型
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
海
外
進
出
し
た
現
地
で
の
、
ひ
と
つ
の
紛
争
要
因
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
制
度
と
し
て
の
象
徴
天
皇
制
か
ら
空
間
的
に
脱

し
て
も
、
そ
の
制
度
を
支
え
る
「
権
威
主
義
的
心
性
」
が
日
本
人
駐
在

員
の
思
考
・
行
動
様
式
を
深
く
規
定
し
、
海
外
で
の
市
民
生
活
や
日
常

的
取
引
の
場
で
も
、
現
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

東
欧
市
民
は
何
を
求
め
て
た
ち
あ
が
っ
た
の
か
７

一
九
八
九
年
一
二
月
二
七
日
付
け
『
朝
日
新
聞
ｇ
に
発
表
さ
れ
た
、

朝
日
新
聞
社
と
ア
メ
リ
カ
・
ハ
リ
ス
社
の
共
同
世
論
調
査
は
、
こ
の
点

で
、
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

「
い
ま
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
、
激
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
人
た
ち
が
、
一
番
求
め
て
い
る
の
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
に
、
日
本
人
の
回
答
で
は
、
「
生
活
水

特
集
ｌ
男
と
女
を
考
え
る

「
不
適
切
な
服
装
」
と

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
Ｉ
江
原
由
美
子

座
談
会
「
男
と
女
を
考
え
よ
う
」
ｌ
編
集
部

鶴
見
良
行
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ｌ
編
 
集
 
部 準

の
向
上
」
四
一
％
が
「
自
分
の
手
で
政
府
を
選
ぶ
政
治
的
自
由
」
四

○
％
を
上
回
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
人
の
回
答
は
、
逆
に
「
政
治
的
自
由
」
四
八
％
が
「
生
活

水
準
の
向
上
」
三
○
％
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で
、
「
共
産
主
義
の
放

棄
」
と
い
う
回
答
は
、
日
米
両
国
と
も
少
数
で
し
た
。

東
欧
革
命
へ
の
見
方
の
日
米
両
国
の
違
い
は
、
若
年
層
で
は
、
い
っ

そ
う
大
き
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
青
年
た
ち
は
、
五
割
以
上

が
「
東
欧
の
人
々
は
貧
し
い
か
ら
生
活
水
準
向
上
を
求
め
て
た
ち
あ

が
っ
た
」
と
見
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
青
年
た
ち
は
、
六
割
近
く

が
「
政
治
的
自
由
を
求
め
た
」
と
み
な
す
の
で
す
。

こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
、
一
つ
の
問
題
で
す
。
私
は
、
日
本
国

民
、
特
に
若
者
の
、
民
主
主
義
と
人
権
感
覚
の
弱
さ
と
み
な
し
ま
す
。

象
徴
天
皇
制
を
空
気
の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
「
権
威
主
義
的
心
性
」
の

現
れ
と
み
ま
す
。

つ
ま
り
、
中
国
や
東
欧
で
同
世
代
の
若
者
た
ち
が
自
由
と
民
主
主
義

家
族
ｌ
天
皇
制
ｌ
資
本
主
義

長
屋
に
住
む
母
子
家
庭
の
エ
ロ
ス
ー
紫
野
文
太

本
企
画
を
終
え
て
-

編
集
部

立
命
評
論
編
集
部
以
学
館
地
下

立命評論
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を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
の
若
者
の
多
数
は
「
あ
れ

は
貧
し
い
国
の
問
題
だ
、
豊
か
な
日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
眺

め
て
い
る
の
で
す
。

逆
に
袋
蕊
廐
天
皇
制
も
、
人
権
や
自
由
の
問
題
と
し
て
は
っ
き
り
自
覚

さ
れ
ず
、
昔
か
ら
あ
る
日
本
人
の
知
恵
の
産
物
と
い
う
ぐ
ら
い
に
し
か
、

把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

東
欧
革
命
で
若
者
の
意
識
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か

私
は
、
毎
年
新
学
期
に
、
一
橋
大
学
の
学
生
を
対
象
と
し
た
政
治
意

識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
天
安
門
事
件
前
の
調
査
と
、
東
欧

革
命
を
く
ぐ
っ
た
今
年
四
月
の
調
査
で
、
ど
ん
な
変
化
が
現
れ
る
か
に

注
目
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
集
計
が
最
近
ま
と
ま
り
ま
し
た
が
、
結
果

は
、
意
外
な
ほ
ど
変
化
の
少
な
い
も
の
で
し
た
。

「
民
主
主
義
」
「
資
本
主
義
」
「
自
由
主
義
」
『
社
会
主
義
」
「
共
産
主

義
」
「
全
体
主
義
」
の
六
つ
の
イ
ズ
ム
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
よ

い
」
「
時
と
場
合
に
よ
る
」
「
よ
く
な
い
」
で
回
答
さ
せ
る
体
制
意
識
調

査
で
は
、
若
干
「
民
主
主
義
よ
い
」
が
増
え
（
昨
年
七
七
％
←
七

九
％
）
「
共
産
主
義
よ
い
」
が
減
っ
た
（
四
←
二
％
）
程
度
で
、
有
意

な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
資
本
主
義
よ
い
」
が
む
し
ろ
減
少

し
「
社
会
主
義
よ
い
」
が
減
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
資
本
主
義
の
勝

利
、
社
会
主
義
の
崩
壊
」
と
い
う
マ
ス
コ
ミ
論
調
が
、
そ
れ
ほ
ど
学
生

た
ち
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
示
し
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
朝
日
新
聞
・
ハ
リ
ス
共
同
調
査
の
「
東
欧
の
人
々
が
求
め

た
の
は
何
で
あ
っ
た
か
？
」
を
、
私
も
学
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
が
、

「
生
活
水
準
の
向
上
」
四
七
％
、
「
政
治
的
自
由
」
三
七
％
と
、
日
本
の

若
者
の
全
国
平
均
に
近
く
、
ア
メ
リ
カ
の
若
者
と
対
照
的
な
回
答
で
し

た
。

つ
い
で
に
私
の
調
査
で
は
、
『
モ
ス
ク
ワ
・
ニ
ュ
ー
ス
』
九
○
年
一

月
一
四
日
掲
載
の
、
ソ
連
の
若
者
意
識
と
も
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

「
競
争
」
「
利
潤
」
「
計
画
」
の
三
つ
の
言
葉
を
上
げ
て
、
「
肯
定
的
」

「
否
定
的
」
「
わ
か
ら
な
い
」
か
ら
、
回
答
を
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
「
競
争
」
に
つ
い
て
一
橋
大
学
学
生
が
「
肯
定
的
」

七
二
％
な
の
に
、
モ
ス
ク
ワ
の
二
○
歳
代
青
年
は
八
六
％
と
、
日
本
以

上
に
競
争
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
「
利
潤
」
に
つ
い
て
も
、
一
橋
と
モ

ス
ク
ワ
の
青
年
は
、
全
く
同
じ
六
二
％
の
「
肯
定
」
で
し
た
。

は
っ
き
り
わ
か
れ
た
の
は
、
「
計
画
」
へ
の
態
度
で
す
。
一
橋
の
学

生
は
七
四
％
が
「
肯
定
」
し
た
の
に
、
ソ
連
の
若
者
は
「
肯
定
」
四

○
％
↓
．
「
否
定
」
四
八
％
で
し
た
。
ソ
連
の
若
者
が
い
か
に
社
会
主
義

「
計
画
」
経
済
か
ら
の
脱
出
を
望
ん
で
い
る
か
が
、
は
っ
き
り
出
ま
し

た
。天

皇
制
に
つ
い
て
は
、
「
今
と
同
じ
象
徴
」
五
一
％
、
「
廃
止
」
四

八
％
で
、
昨
年
の
五
七
％
対
四
二
％
よ
り
、
廃
止
が
増
え
ま
し
た
。
入

学
式
や
卒
業
式
で
の
「
日
の
丸
」
「
君
が
代
」
に
は
、
約
七
割
の
学
生

Ｆ
３
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が
「
望
ま
し
く
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
が
、
東
欧
革
命

か
ら
日
本
の
学
生
が
学
ん
だ
結
果
と
は
、
解
釈
で
き
ま
せ
ん
。

好
き
な
国
一
一
シ
ボ
ン
、
嫌
い
な
国
ア
メ
リ
カ
ー

と
い
う
の
は
、
「
あ
な
た
の
一
番
好
き
な
国
、
嫌
い
な
国
」
と
い
う

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
ス
コ
ア
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
「
好
き
な
国
」
は
日

本
が
、
昨
年
に
続
き
ダ
ン
ト
ッ
の
第
一
位
、
三
人
に
一
人
は
「
日
本
大

好
き
」
と
答
え
ま
し
た
。
「
嫌
い
な
国
」
は
、
ア
メ
リ
カ
、
北
朝
鮮
の

順
で
、
昨
年
調
査
と
同
様
に
、
学
生
の
関
心
が
日
米
関
係
に
偏
っ
て
い

る
こ
と
が
、
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
八
九
年
の
激
動
と
の
関
連
で
は
、
昨
年
「
好
き
な
国
」
第
四
位

の
中
国
が
ベ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
は
ず
れ
、
今
年
は
逆
に
「
嫌
い
な

国
」
第
四
位
に
顔
を
出
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
変
化
で
し
た
。
天
安
門

事
件
の
効
果
で
す
。

総
じ
て
、
今
年
の
学
生
意
識
調
査
で
は
、
東
欧
市
民
革
命
か
ら
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
形
跡
は
、
み
あ
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
先
の
「
東
欧
で
は
貧
し
い
か
ら
革
命
が
お
こ
っ
た
。
豊
か
な
日

本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
の
感
覚
と
相
通
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国

民
調
査
に
比
し
て
一
橋
学
生
の
「
天
皇
制
廃
止
」
の
声
が
強
い
と
は
い

え
、
そ
れ
を
「
政
治
的
自
由
」
を
求
め
る
行
動
に
つ
な
ぐ
回
路
は
、
決

定
的
に
弱
い
の
で
す
。

こ
れ
を
も
う
少
し
広
げ
る
と
、
若
者
を
含
む
日
本
人
の
国
際
感
覚
が
、

も
っ
ぱ
ら
対
米
関
係
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
つ
な
が
り

ま
す
。
「
嫌
い
な
国
」
第
一
位
の
ア
メ
リ
カ
が
、
「
好
き
な
国
」
で
も
日

本
に
次
ぐ
第
二
位
で
あ
る
の
は
、
、
こ
の
近
親
憎
悪
関
係
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
私
が
『
ジ
ャ
パ
メ
リ
カ
の
時
代
に
』
（
花
伝
社
、
一

九
八
八
年
）
と
よ
ん
だ
、
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
最
頂
点
で
の
日
米

共
同
支
配
に
ゆ
き
つ
き
ま
す
。

実
は
、
Ｘ
デ
ー
前
後
の
世
界
的
な
天
皇
制
論
議
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の

マ
ス
コ
ミ
と
世
論
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
に
比
し
て
、
一
番
昭
和

天
皇
に
寛
容
な
も
の
で
し
た
。

昨
年
二
月
二
四
日
の
「
大
喪
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
イ
ギ
リ
ス
女
王
や
オ

ラ
ン
ダ
王
室
が
国
民
の
反
対
で
欠
席
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の

一
六
四
ヵ
国
首
脳
を
ひ
き
つ
け
た
理
由
の
多
く
も
、
就
任
間
も
な
い
ア

メ
リ
カ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
出
席
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
 

日
本
の
象
徴
天
皇
制
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
戦
後
天
皇
制
存
続
の

決
定
者
で
あ
り
、
そ
の
後
も
日
本
の
「
皇
室
外
交
」
の
後
見
人
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
大
き
な
支
え
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の
世
論
で

は
、
Ｘ
デ
ー
前
後
に
も
、
厳
し
い
天
皇
制
批
判
が
目
立
ち
ま
し
た
。

君
主
制
資
本
主
義
大
国
一
一
ツ
ボ
ン
の
不
思
議

一
九
八
九
年
の
東
欧
市
民
革
命
が
、
象
徴
天
皇
制
に
関
わ
る
の
は
、
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ま
さ
に
こ
の
文
脈
に
お
い
て
で
す
。

つ
ま
り
、
日
本
人
の
方
は
、
半
年
の
「
自
粛
」
期
間
が
終
わ
る
と
、

さ
っ
さ
と
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
に
戻
り
、
一
九
八
九
年
は
、
東

欧
革
命
な
ど
ど
こ
ふ
く
風
で
、
せ
っ
せ
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
か
ら
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ピ
ル
ま
で
を
買
い
あ
さ
り
ま
し
た
。

一
九
八
九
年
に
「
二
四
時
間
た
た
か
え
ま
す
か
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
が
流

行
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
世
界
史
の
激
動
の
な
か
で
の
、
経
済
主
義
国
家

日
本
を
袋
霞
し
て
い
ま
す
。

東
欧
市
民
苗
工
叩
を
く
ぐ
っ
て
、
「
即
位
の
礼
」
「
大
嘗
祭
」
の
年
の
野

村
証
券
社
長
の
年
頭
挨
拶
は
、
「
い
ま
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
エ
コ

ノ
ミ
ー
が
世
界
を
動
か
す
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
と
て

つ
も
な
く
大
き
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。

東
欧
諸
国
の
市
場
が
外
国
資
本
に
開
放
さ
れ
、
ワ
レ
サ
が
「
第
二
の

日
本
に
な
り
た
い
」
と
憧
れ
る
の
を
い
い
こ
と
に
、
東
欧
民
衆
の
市
民

革
命
を
も
、
あ
く
な
き
資
本
蓄
積
の
チ
ャ
ン
ス
に
利
用
し
よ
う
と
い
う

の
で
す
。

こ
う
し
た
日
本
資
本
主
義
の
あ
り
方
が
、
冷
戦
崩
壊
後
の
世
界
で
ど

の
よ
う
な
変
容
を
迫
ら
れ
る
の
か
が
、
象
徴
天
皇
制
の
行
方
を
う
ら
な

う
、
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

つ
ま
り
、
東
欧
市
民
革
命
が
、
ア
メ
リ
カ
青
年
が
「
政
治
的
自
由
の

欠
如
に
よ
り
お
こ
っ
た
」
と
答
え
た
よ
う
に
、
世
界
の
民
衆
に
自
由
．

平
等
・
友
愛
・
人
権
と
民
主
主
義
の
生
命
力
を
示
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、

天
皇
を
頂
点
に
も
ち
、
自
民
党
支
配
が
三
五
年
も
続
く
日
本
の
政
治
シ

ス
テ
ム
も
、
世
界
で
は
奇
妙
な
存
在
と
映
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

秋
の
神
道
儀
式
の
続
く
頃
に
は
、
「
日
本
は
本
当
に
民
主
主
義
の
国

な
の
か
？
」
と
、
世
界
的
な
天
皇
制
論
議
が
再
燃
す
る
で
し
ょ
う
。
日

本
型
多
国
籍
企
業
は
、
昭
和
天
皇
の
病
気
の
際
、
現
地
で
の
パ
ー
テ
ィ

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
「
自
粛
」
し
、
世
界
の
人
々
か
ら
不
信
を
か
い
ま

し
た
が
、
「
即
位
の
礼
」
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
子
会
社
で
何
が
行
わ

れ
る
か
を
、
世
界
の
人
々
は
、
注
目
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
は
民
主
主
義
や
市
場

原
理
と
ほ
ど
遠
い
と
主
張
す
る
「
日
本
異
質
論
」
が
台
頭
し
中
間
選
挙

か
ら
来
年
の
真
珠
湾
五
十
周
年
に
か
け
て
、
対
日
批
判
が
い
っ
そ
う
強

ま
る
で
し
ょ
う
。

東
欧
革
命
の
行
方
と
象
徴
天
皇
制
の
将
来

し
か
し
、
象
徴
天
皇
制
の
将
来
は
、
こ
う
し
た
短
期
の
見
通
し
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
欧
市
民
革
命
が
歴
史
に
き
ざ
ん
だ
深
部
の
構

造
変
化
こ
そ
、
日
本
資
本
主
義
と
日
本
国
家
の
一
二
世
紀
の
方
向
を
規

定
し
、
そ
の
従
属
変
数
と
し
て
の
象
徴
天
皇
制
の
あ
り
方
を
も
、
決
定

す
る
で
し
ょ
う
。

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
董
命
か
ら
、
一
八
一
四
年
の
ウ
ィ
ー
ン
体

１
１

１
１
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制
成
立
ま
で
、
四
半
世
紀
が
か
か
り
ま
し
た
。
バ
ス
テ
ィ
ー
ュ
の
襲

撃
・
人
権
宣
言
か
ら
一
年
後
は
、
ま
だ
憲
法
制
定
議
会
の
時
期
で
あ
り
、

王
政
廃
止
・
共
和
制
宣
言
は
翌
九
一
年
の
こ
と
で
す
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
独

裁
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー
も
、
ま
だ
先
の
出
来
事
で
し
た
。

一
九
八
九
年
の
東
欧
市
民
革
命
か
ら
一
年
後
、
日
本
で
は
、
新
天
皇

の
即
位
儀
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
東
欧
諸
国
で
、
よ
う
や

く
複
数
政
党
制
の
も
と
で
の
自
由
選
挙
が
一
段
落
し
、
新
し
い
国
づ
く

り
の
行
方
を
き
め
る
憲
法
制
定
議
会
の
活
動
が
進
む
時
期
で
し
ょ
う
。

ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
行
方
も
定
か
で
な
く
、
ま
だ
ま
だ
予
期
し

え
な
い
巨
大
な
歴
史
の
激
動
が
続
く
で
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
が
読
み
と
る
べ
き
は
、
紀
子
様
ブ
ー
ム
や
新

皇
太
子
妃
の
行
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天
皇
制
の
存
立
根
拠
を
も
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
る
こ
と
に
な
る
、
東
欧
市

民
革
命
の
行
方
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
世
界
史
の
再
編
方
向
、
そ
の
な

か
で
の
日
本
資
本
主
義
の
将
来
の
洞
察
と
、
私
た
ち
の
生
き
方
の
選
択

な
の
で
す
。

（
か
と
う
 
て
つ
ろ
う
 
一
橋
大
学
教
授
・
政
治
学
）

定期購読募集のお知らせ
立命評論編集部では、ただいま卒業される皆
様の本誌定期購読予約を承っております。
本誌は今年創刊40周年をむかえ、学内唯一の総合雑誌と
して年3回、多様な問題についてほりさげてあつかって
いこうと思っております。どうぞご愛読下さい。

定期購読料(一年間･送料込)1,400円
郵便振替京都5-2 2 7 8 8

立命評論儒集部 諺603京都市北区等持院北町
盆075(465)1111<内2619＞ （立命館大学内）
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